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漱

ぬ
ま
づ
近
代
史
占
結

②

樵

日
枝
神
社
の
祭
礼

片
は
沼
津
で
も
観
光
や
町
お
こ
し
の
た
め

で
は
な
い
伝
統
的
な
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
五
年

（
一
八

八
二
）
の
新
聞
記
事
か
ら
賑
や
か
な
日
枝
神

社
の
祭
典
の
よ
う
す
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

０
飛
ん
だ
雨
天
の
障
碍
か
ら
十
四
日
が
日
延

べ
に
な
つ
た
当
地
日
枝
神
社
の
お
祭
り
は
翌

十
五
日
も
私
暁
よ
り
降
り
だ
し
た
の
で
支
度

の
出
来
た
若
ひ
衆
は
青
く
な
つ
″ゝ
弱

つ
た
り

赤
く
な
つ
て
怒

つ
た
り
真
黒
な
空
を
自
眼
ん

で
黄
色
イ
声
で
井
々
囁
し
て
居
る
う
ち
に
午

後
四
時
頃
か
ら
胴
や
ら
甲
ヤ
ら
シ
ブ
／
‐ヽ

天

気
に
な
り
か

ヽ
つ
た
の
で
今
ま
で
青
栞
に
シ

ホ
／
‐ヽ

と
弱
り
返
つ
た
若
衆
逹
は
た
ち
気
息

を
吹
返
し
勢
ひ
付
て
各
町
と
も
思
ひ
／
‐ヽ

の

附
祭
り
欧
の
趣
向
の
蜘
物
を
我
劣
ら
じ
と
引

だ
し
た
町
々
は
二
枚
橋
、
平
、
出
工
前
に
元

日
吉
と
何
れ
も
揃
ひ
の
浴
衣
に
二
尺
帯
手
拭

ま
で
も

一
様
に
大
張
さ
で
浮
れ
出
し
と
り
分

本
年
の
年
番
な
る
木
瀬
川
石
田
の
両
村

ハ
例

の
行
列
花
々
し
く
騎
兵
に
仕
立
し
子
供
ら
か

五
六
騎
護
衛
に
付
た
り
し
は
中
々
の
銘
案
大

当
リ
ノ
＜
、ヽ
足
並
そ
ろ

へ
て
千
本
決
ま
で
蜘
行

く
と
外
町
々
の
踊
り
屋
台
は
木
瀬
川
ま
で
此

明治 17年 9月  日枝 神社 祭礼 御 前女行 列 図 (大古 田忠雄 氏所蔵 )

例大祭の担当は氏子町村が年番でつとめ、白砂運・浜下りと呼ばれる神事で

当殿・御前女という役目を果す少年・童女を選出した。神事を行う千本浜に

至る当殿・御前女の行列は大名行列に擬したものだった。
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夜
の
う
ち
に
残
ら
ず
引
込
み

（中
に
イヽ

二
杖
橋
町
の
舞
台
は
如
何
な
る
訳
か

一

つ
離
れ
て
列
に
警
察
署
前

へ
曳

つ
け
た

り

一
昨
十
六
は
カ
ラ
リ
と
天
気
な
り
し

か
ば
神
徳
輝
く
二
坐
の
神
輿

ハ
十
二
時

過
ド
ン
／
１
、ヽ
カ
ツ
カ
の
先
立
に
て
抜
身

の
長
槍
例
年
の
如
く
祠
官
は
馬
に
跨
り

て
前
後
を
衛
つ
イに
波
仲
あ
り
た
り
木
瀬

川
、
石
田
の
出
車

二
本
と
舞
台
は
前
夜

各
町
よ
り
同
所

へ
集
ひ
し
屋
台
も
ろ
共

上
土
町
ま
で
曳
出
し
繰
込
み
囃
す
人
鼓

の
音
に
つ
れ
て
各
々
競
ふ
花
美
な
捩
事

木
瀬
川
村
の

一
組
の
共
踊
り
子

（
実
ば

べ
の
桜
齢
に
似
合
ぬ
仕
こ
な
し
は
有
撃

中
村
小
蝶
さ
ん
□
□
お
師
匠
さ
ん
の
お

骨
折
湛
浮
見

へ
て
大
出
来
／
′―
ヽ

二
杖

橋
の
舞
台
に
は
当
本
町
の
半
工
寝
子
小

悦
猪
尾
助
姉
妹
両
人
其
他

ハ
Ｚ
コ
コ
町

内
の
若
ひ
衆
子
供
の
急
杵
ひ
の
中
々
美

事
に
い
き
ま
し
た
中
に
取
り
分
け
目
に

立
た
る
ハ
新
田
町
の
舞
台
に
て
比
の
踊

り
子

（
名
に
し
逢
ふ
阪
東
照
代
が
多
年

の
お
仕
込
当
地
名
代
の
評
判
も
の
娘
ぞ

ろ
ひ
の
顔
揃
ひ
こ
の
お
祭
り
の
特
別

一

等
珍
無
類
と
も
称
す
べ
し
浮
れ
出
し
た

る
若
ひ
衆
の
馬
庇
ケ
た
衣
装

ハ
十
状
方

態
実
に
醜
態
極
る
な
ど
鹿
爪
ら
し
く
云

も
の

ヽ
之
れ
も
太
平
豊
年
の
余
沢
と
思

へ
ば
い
と
賀
す
べ
し
さ
て
町
々
を
波
し

て
仕
舞
白
町

へ
夫
れ
′ｒ
、
曳
込
し
は
午

後
十

一
時
頃
な
り
し
夫
か
ら
後
も
幸
に

大
酔
漢
の
ブ
ウ
／
１
ヽヽ
も
握
み
合
の
減
茶

／
ヽ
騒
ぎ
も
無
か
つ
た
の
は
完
に
頂
上

当
日
ハ
八
幡
神
社
の
臨
時
祭
と
カ
チ
合

た
が
此
方
は
中
村
小
蝶
さ
ん
の
子
供
手

踊
り
奉
納
に
て
看
物
人
ハ
出
の
力
く
双

方

へ
も
雑
路
／
ヽ
で
か
け
た
の
で

一
時

は
中
々
の
雑
踏
な
り
し
。
（『沼
津
新
聞
』

明
治
１５

・
９

・
２８
）

日
枝
神
社
の
祭
礼
は
、
山
車
あ
り
仮

装
あ
り
手
踊
り
あ
り
花
火
あ
り
と
い
っ

た
具
合
で
、
近
世
以
来
、
同
月
の
浅
間

神
社
の
そ
れ
と
と
も
に
沼
津
宿
と
近
郷

近
在
の
ひ
と
び
と
を
巻
き
込
ん
だ
代
表

的
な
祭
り
で
あ

っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
年
々
華
美
に
な
る
祭

礼
に
対
し
、
氏
子
町
村
で
は
出
費
を
自

粛
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
ま
た
右
の
新

聞
記
事
が
書
か
れ
た
明
治
の
文
明
開
化

期
に
は
、
民
衆
の
伝
統
的
な
習
俗
に
対

す
る
批
判
が
加
え
ら
れ
、
「無
益
な
Ｌ
馬

鹿
な
騒
ぎ
」
と
椰
楡
さ
れ
て
も

い
る
。

し
か
し
そ
の
後
の
近
代
社
会
の
中
で
も

祭
り
は
続

い
た
。
か
く
も
需
大
な
祭
礼

が
見
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
は

戦
後
の
こ
と
で
あ
る
．

（

シ
リ
ー
ズ

識
尋
鱗
．輛

Ｌ
■
―
・ｒ
ｌ
卜
■
■
屁
薇
燃

六
〇
）
で
あ

っ
た
．
軍
事
技
術
の
基
礎

と
し
て
の
自
然
科
学
を
重
視
し
た
結
果

で
あ
る
。
そ
の
担
当
だ
っ
た
の
が
川
本

幸
民

・
市
川
斎
宮

・
桂
川

・
宇
都
宮
ら

で
あ
る
。
柱
川
は
江
戸
で
同
僚
だ
っ
た

宇
都
宮
を
沼
津
に
招

こ
う
と
し
た
が

電
蘭
学

の
家
桂

川

の
人

々
　

最

終

生⊇

）
、
そ
れ
は
実
現
せ
ず
、
や
が
て
宇

都
宮
は
新
政
府
に
出
仕
し
た
。
桂
川
も

明
治
二
年
に
は
政
府
に
出
仕
し
沼
津
を

離
れ
た
。

「徳
川
家
兵
学
校
掟
書
‐・
に
よ
る
と
兵

学
校
資
業
生
の
学
科
に
は
英
仏
語
の
中

に
窮
理

（物
理
学
）
概
略
が
あ

っ
た
が
、

化
学
は
な
か
っ
た
．　
一
方
、
本
業
生
の

学
科
に
は
、
砲
兵
科
と
築
造
科
に
化
学

が
あ

っ
た
し
と
な
る
と
、
資
業
生
か
ら

本
業
上
に
進
級
し
た
者
は

一
人
も

い
な

い
た
め
沼
津
兵
学
校
の
生
徒
に
は
化
学

を
学
ん
だ
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

し
か
し
、
資
業
生
石
井
至
凝
が
後
年

書

い
た
履
歴
書

（世
田
谷
区
立
郷
十
資

沼
津
丘（学
校
と
そ
の
人
材

〈①
〉

沼
津
兵
学
校
と
化
学

〈
化
学
を
教
え
た
沼
津
兵
学
校
〉

明
治
元
年

（
一
人
六
八
）
十
二
月
時

点
で
の
兵
学
校
教
授
陣
に
は
、
「化
学

方
」
と
し
て
柏
原
淳
平
と
桂
川
南
策
の

二
名
の
名
前
が
あ

っ
た
．
明
治
二
年
に

な
る
と
化
学
方
は
な
く
な

っ
た
よ
う
で

あ
り
、
柏
原
は
火
上
方
、
桂
川
は
沼
津

病
院
二
等
医
師
に
変
わ

っ
た
。　
一
方
、

沼
津
病
院
に
は

「
製
煉
方
」
が
置
か
れ

石
橋
八
郎
が
そ
の
任
に
あ

っ
た
。

蘭
学
の
時
代
、
化
学
は
舎
密
と
呼
ば

れ
、
他
に
も
分
析
術

・
分
離
術

・
製
煉

術

・
離
合
学
な
ど
と
も
称
さ
れ
た
。
慶

応
元
年

（
一
八
六
五
）
二
月
、
幕
府
の

開
成
所
で
は
製
煉
方
宇
都
宮
二
郎
の
提

案
を
い
れ
、
始
め
て

「化
学
方
」
と
い

う
名
称
を
採
用
し
た
。
沼
津
兵
学
校
の

化
学
方
も
そ
の
延
長
に
あ

っ
た
と
い
え

る
。
病
院
の
ほ
う
で
は
製
煉
方
と
い
う

名
称
を
使
用
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
容

は
同
じ
で
あ
る
。

開
成
所
の
前
身
蕃
書
調
所
に
製
煉
方

が
新
設
さ
れ
た
の
は
万
延
元
年

（
一
人

´
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料
館
保
管
）
に
は
、
兵
学
校
で
学
ん
だ

科
日
の
ひ
と
つ
と
し
て
化
学
を
掲
げ
て

あ
る
。　
一
方
、
同
じ
く
岡
田
正
の
履
歴

書

（岡
田
正
氏
所
蔵
）
の
場
合
に
は
、

「化
学
」
と
い
う
記
載
を
誤
記
と
し
て

消
し
て
あ
る
。
果
た
し
て
沼
津
兵
学
校

で
化
学
は
教
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

宇
都
宮
の
招
聘
失
敗
、
桂
川
の
早
期
上

京
な
ど
か
ら
、
兵
学
校
で
の
化
学
教
育

は
十
分
な
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

〈
静
岡
学
問
所
の
場
合
〉

沼
津
兵
学
校
の
姉
妹
校
静
岡
学
問
所

で
は
、
よ
り
本
格
的
な
化
学
教
育
が
実

現
し
て
い
る
。
そ
れ
は
廃
藩
後
の
明
治

ヽ

四
年

（
一
八
七

一
）
秋
に
学
問
所
に
付

設
さ
れ
た
伝
習
所
で
ア
メ
リ
カ
人
お
一雇

い
教
師
ク
ラ
ー
ク
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

伝
習
所

の
実
験
室

に
は
豊
富
な
薬

品

・
器
材
が
そ
ろ
え
ら
れ
、
ク
ラ
ー
ク

は
化
学

。
物
理

・
数
学
の
講
義

の
ほ
か
、

綿
火
薬

・
硝
酸
グ
リ
セ
リ
ン

・
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト

・
水
銀
爆
発
薬
な
ど
を
使

っ
た

危
険
な
実
験
さ
え
も
行
い
え
た
烏
静
岡

県
英
学
史
し
。

〈
化
学
者
を
め
ざ
し
た
出
身
者
〉

兵
学
校
の
教
授
か
ら
は
、
そ
の
後
も

化
学
界
に
足
跡
を
残
し
た
人
物
が

い

る
。
桂
川
甫
策
は
大
学
南
校
や
開
物
学

合
と
い
う
私
塾
で
化
学
を
教
え
た
。
教

授
方
手
伝
だ
っ
た
熊
谷
直
孝
は
、
明
治

五
年
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
ア
ラ
ン
塾
で

化
学
を
学
び
、
帰
国
後
は
横
須
賀
造
船

所
の
技
術
者
と
し
て
活
躍
、
『小
学
農
用

化
学
」
と
い
う
訳
書
も
刊
行
し
た
。

資
業
上
で
は
、
上
京
後
大
学
南
校
の

化
学
生
徒
に
合
格
し
た
田
口
卯
吉
と
島

田
二
郎
の
存
在
が
あ
る
。
田
日
は
明
治

三
年
に
医
科
志
望
者
と
し
て
兵
学
校
か

ら
静
岡
病
院
に
移
り
、
沼
津
病
院
か
ら

静
岡
病
院
に
転
し
て
い
た
石
橋
八
郎
に

化
学
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
経
歴
も
あ

（

る
の
で
、
化
学

へ
の
関
心
が
あ

っ
た
こ

と
も
納
得
で
き
る
が
、
あ
の
政
治
家
島

田
が

「余
と
共
に
化
学
者
と
な
ら
ん
と

せ
り
」
「
鼎
軒
ＩΠ
ＩＩ
先
生
伝
Ｌ

と
い
う

の
に
は
後
年
田
口
も
可
笑
し
み
を
込
め

て
述
懐
し
て
い
る
。
二
人
の
そ
の
後
の

経
歴
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
化
学
科
は

開
学
せ
ず
、
彼
ら
は
化
学
者

へ
の
道
を

あ
き
ら
め
た
。

静
岡
学
問
所
生
徒
の
ほ
う
か
ら
は
実

際
に
化
学
界
で
活
躍
し
た
人
物
が
出
て

い
る
。
伴
徳
政

（
一
八
五
四
～

一
九
二

七
）
は
ク
ラ
ー
ク
の
助
手
を

つ
と
め
た

人
で
、
東
京
司
薬
場

（国
立
衛
生
試
験

場
の
前
身
）
に
本
職
し
、
さ
ら
に
周
徳

社
と
い
う
私
塾
を
開
き
数
学

・
化
学

・

物
理
学
を
教
え
た
ほ
か
（塚
原
徳
道
『
明

治
化
学
の
開
拓
者
し
、
島
根
県
や
東
京

の
中
学
校
で
も
教
鞭
を
と

っ
た
鳥
同
方

〈
至
ど

２７
）
ｏ
三
宮
正
は
上
部
大
学
校
の

化
学
科
を
第
二
期
で
卒
業
し
、
工
手
学

校

（工
学
院
大
学
）
主
事
な
ど
を

つ
と

め
た
。

〈
関
係
人
物
の
化
学
書
〉

沼
津
兵
学
校
の
教
授

・
生
徒
に
は
、

化
学
に
関
す
る
著
作
を
も

つ
人
物
も
少

な
く
な

い
。

林
洞
海

『
ワ
ー
ト
ル
薬
性
論
』
■

八
五

六
）

¨
沼
津
病
院
医
師
の
林
が
幕
府
出

仕
以
前
に
訳
述
し
た
薬
物
書
．

河
野
禎
造
ぷ
口密
便
覧
Ｌ

一
人
五
九
）
一

福
岡
藩
十
河
野
に
よ
る
我
が
国
最
初
の

化
学
分
析
の
専
門
書
。
蕃
書
調
所
時
代

の
兵
学
校
二
等
教
授
並
榊
綽
が
挿
絵
を

担
当
し
て
い
る
。

柱
川
甫
策

『化
学
人
間
』
２

八
六
七

～
七
三
）

一
初
編

・
外
編

・
後
編
か
ら

成
る
が
、
外
編
と
後
編
の

一
部
は
明
治

一
丁
三
年
の
刊
行
で

「駿
州
桂
川
甫
策

・

石
橋
八
郎
訳
並
註
」
と
あ
り
、
沼
津
時

代
に
病
院
製
煉
方
の
石
橋
と
共
同
で
行

っ
た
仕
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初

編
は
元
素
記
号
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で

表
し
た
我
が
国
最
初
の
本
で
は
な
い
か

と
さ
れ
る

（道
家
達
将

『
日
本
の
科
学

の
夜
明
け
し
。

杉
円
玄
端
『化
学
要
論
マ

一
八
七
二
）
一

イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授
ウ

・
ホ
ス
ト
ル
者

書
の
翻
訳
で
、
人
間
的
書
物
．
比
例
の

最
後
に

「
明
治
四
辛
来
年
十
二
月
　
沼

津
杉
川
振
玄
端
識
」
と
あ
り
沼
津
時
代

の
仕
事
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
．

熊
谷
直
孝

『小
学
農
用
化
学
』
二

八
七

九
）

一
農
業
化
学
概
論
と
い
っ
た
内
容

で
、
原
者
は
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ラ
グ
チ
っ

田
中
芳
男
の
校
間
で
あ
る
。

|

勢を
畿
｝ピ
覆
一一錦一一「いず
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「
~

|ぉ
◎
企
画
展
Ｊ
相
津
兵
学
校
の
群
像
」
の

終
了
に
つ
い
て

７
月
１
日
か
ら
９
月
２９
日
ま
で
開
催

し
て
い
た
企
画
展

「
沼
津
兵
学
校
の
群

像
」
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
開
期
中

に
は
多
く
の
方
に
観
覧
い
た
だ
き
、
沼

津
兵
学
校
に
対
す
る
関
心
の
広
さ
に
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
．

ま
た
企
画
展
に
合
わ
せ
九
月
に
四
回

に
わ
た
り
開
催
し
た
歴
史
講
座
も
盛
況

で
、
兵
学
校
に
つ
い
て
の
新
し
い
情
報

を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
同
じ
く
企
画
展
開
期
中
に
四
回
実

施
し
た
展
示
解
説
と
映
画

「
沼
津
兵
学

＞歴
史
講
座

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
開
催
結

果
に
つ
い
て

八
月
か
ら
九
月
に
六
国
に
わ
た
っ
て

開
催
し
た
古
文
書
解
読
人
間
講
座
に
は

四
十
五
名

（男
性
２７
、
女
性
１８
）
の
参

加
者
が
あ
り
、
例
年
の
こ
と
な
が
ら
熱

心
に
学
習
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◎

「
平
和
を
考
え
る
親
子
戦
争
史
跡

ぐ
り
」
の
結
果
に
つ
い
て

八
月
十
六
日
に
行

っ
た

「平
和
を
考

え
る
親
子
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
」
に
は
、

小
学
四
年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の

子
供
十

一
名
と
そ
の
保
護
者
七
名

（七

来
年
は
終
戦
五
十
周
年
に
ち
な
ん
だ
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

昭
利
の
戦
争
に
関
す
る
資
料
を
ご
提
供
＜
だ
さ
い
。

国
防
婦
人
会
の
た
す
き

ど
ん
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。

明
治
史
料
館
ま
で
あ
知
ら
せ
下
さ
い
。

喫
ざ
嗽
聰

矢□

ら

せ

欄

多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

＞古
文
書
解
読
入
門
講
座

一

校
」
■
映
会

（当
日
無
料
開
館
）
に
も

＞戦
争
史
跡
め
ぐ
り

ヽ 嬌

聴キ魔

空襲でおとされた

焼夷弾

組
）
か
参
加
し
ま
し
た
¨
お
孫
さ
ん
と

参
加
し
て
自
身
の
海
軍
特
攻
隊
員
と
し

て
の
体
験
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
方
も

い
ま
し
た
．
と
て
も
充
実
し
た
夏
の

一

日
に
な

っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
．
こ
の

企
画
は
来
年
も
続
け
ま
す
．

ギ
ら
Ｌ

出征祝の日の丸

墨ぬりの教科書

戦闘中昌

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
３９

飾
諜
　
沼
津
市
明
治
史
料
館
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